
■総会概要
日時：令和７年 11 月 17 日（月）18 時～ 19 時 45 分
場所：匝瑳市役所委員会室
参加人数：９名　
　　　　　※欠席者 41 名から書面表決書の提出あり
内容： 議案「覚書の締結について」
　　　・事業化検討パートナーの公募結果
　　　・優先交渉権者による企画提案の説明
　　　・覚書（案）の内容
　　    ※総会での主な意見は裏面に記載

このチラシは、産業用地整備事業に関する情報をお知らせするものです。

発行：匝瑳市商工観光課

　公募型プロポーザルにて選定した「ジオプランナーズ株式会社（兵庫県神戸市）と、事
業化検討パートナーに関する覚書を締結するにあたり、匝瑳 I.C. 周辺まちづくり協議会
第２回総会が開催されました。

　総会では、議案「覚書の締結について」を事務局から説明した後、ジオプランナーズ株
式会社から企画提案の説明があり、議案は賛成多数により原案のとおり議決されました。

　匝瑳 I.C. 周辺まちづくり協
議会と匝瑳市、ジオプランナー
ズ株式会社による覚書を令和
7 年 12 月 1 日付けで締結し
ました。
　この覚書に基づき、今後は
3 者（まちづくり協議会、匝
瑳市、ジオプランナーズ株式
会社）が連携し、それぞれの
立場で匝瑳 I.C. 周辺における
産業用地整備の実現に向けて、
より具体的な検討を行ってい
きます。

左からジオプランナーズ株式会社・橋本代表、
まちづくり協議会・鈴木会長、匝瑳市・宮内市長
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事業化検討パートナーに関する覚書を締結事業化検討パートナーに関する覚書を締結

総会の様子



　事業に関する市ＨＰはこちら→

質問①：農作は今年が最後となるのか。

回答①：再来年あたりまで農作は可能と思います。本事業は現在、整備に
向けた計画の具体化と関係機関との協議の段階にあります。事業
が順調に進めば、再来年度に用地交渉と売買契約を開始します。

質問③：埋蔵文化財調査の試掘で農地を掘られると、農作が難しくならな
いか。

回答③：農地の開発では一般的に実施される調査であり、通常は数日間、
営農への影響が少ない時期に試掘を実施し、掘り出した土を元に
戻して均しますので、耕作への影響は少ないと思います。

質問②：農作には準備が必要。事業スケジュールや農作の可否が急に変更
されると困る。

回答②：急なお知らせとならないよう、事業の進捗については随時周知を
図っていきます。

質問④：地域にふさわしくない企業が立地することはないか。そもそも企
業が見つからず事業が頓挫しないか。

回答④：事業化検討パートナーは事業の成立可否を見極める検討段階です。
現時点では進出企業の目処は立っていませんが、進出企業の有無
も含めて事業を進めてよいかを検討し、地域にふさわしくない企
業の誘致によって事業を進めることはないと考えます。

質問⑤：反対者が最後まで反対した場合、強制執行を行う可能性はあるか。

回答⑤：強制執行はできません。反対者が多い場合は、事業が頓挫する可
能性がありますが、他事例では最後まで反対する方の割合は全体
の数％であることが多いです。どうしても買えない土地を残した
まま事業を進めることも検討します。

質問⑥：土地はいくらで買ってもらえるのか。

回答⑥： 現時点では企業ニーズの調査が不足しているため、予測できません。
企業がいくらで土地を購入するかによって大きく左右されます。

質問⑦：「にぎわい・交流施設」はどのような施設を想定しているのか。

回答⑦：幅広い業態を想定しており、地元住民の意見を取り入れます。企
業用地と同様に、運営企業の調査から着手します。

企

質問⑧：提案内容に計画性が感じられず不安である。

回答⑧：事業化検討パートナーとして事業への協力を開始した段階であり、
これから事業成立に向けて本格的に検討を進めます。3 者で協力
して事業を進めたいと考えています。

問い合わせ

総会での質問や意⾒総会での質問や意⾒

匝瑳市役所 商工観光課企業立地推進室（千葉県匝瑳市八日市場ハ７９３番地２）
電話 0479-73-0014 E-Mail：s-suishin@city.sosa.lg.jp

（抜粋）


